








 

目的 

 筆者は乳児期におけるビタミン K(VK)依存因子の推移としてこれまでにプロトロンビン,

第Ⅶ,IX,X 因子およびプロティン C(PC)を観察してきた。近年新に VK 依存因子として PC

補酵素であるプロティン S(PS)が注目されるに至ったが,新生児期,乳児期における動態は

ほとんど知られていない。本報告では乳児期における PS の推移を抗原および活性の両面か

ら検索した。 


